	　報　告　書
令和５年　８月　３０日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第１回観光協会設立検討委員会については、下記のとおりです。

	期　　　日
	　令和５年８月２８日（月）　１９：００～２０：３０

	場　　　所
	　役場３階大会議室

	出　席　者
	別紙参照

	１．開会　　藤井課長補佐
２．委嘱状交付
・委員を代表して田中教授が受け取り。
３. 町長挨拶　　田島町長
　①白石町の現状
現状として本町は豪雨災害等への危機管理の強化やアフターコロナにおける地域経済の強化などの課題に直面している。特に人口の減少に関しては産業、地域コミュニティの在り方に大きく影響がある。
一方で令和元年６月オープンの道の駅しろいしや、令和３年７月開通の有明海沿岸道路福富ICの開通により新たな町の基盤が生まれつつある。
②行政として
行政としては、道の駅しろいし利用者の方々を町内や各観光名所へ誘導し町内全体に
賑わいをもたらすことが、観光振興施策の最終目的。そのためには、既成概念にとらわれない
新たな発想が必要となってくる。

　戦略的に町全体の観光振興を推進させる組織として白石町観光協会（仮称）を設立し、観光事業関係者の連携を図りながら観光施策に取り組みたい。
４．委員の紹介　　
　
　・委員の方々、アドバイザー、オブザーバー、事務局の順で自己紹介。
５．白石町観光協会設立検討委員会設置要綱について　　谷﨑課長
　・添付の白石町観光協会設立検討委員会設置要綱に沿って説明。（質疑無し）
6． 議事
議事１．委員長・副委員長の選出について
　・委員長：推薦・自薦なしのため事務局案として秀島正洋会長を推薦。→賛成多数により就任
・副委員長：推薦・自薦なしのため事務局案として坂口誠会長を推薦。→賛成多数により就任

　秀島委員長：白石町には、観光推進協議会という組織はあるが今の体制のままでは断片的な
　　　　　　　活動しかできないような状況なのではないか。
  　　　　　　観光協会発足のために力を合わせて協議していきたい。
坂口副委員長：一町民として、観光協会設立のために協議に取り組んでいきたい。
　議事２．協会設立に向けた課題の整理等について　　谷﨑課長
・おもしろいし紹介
・白石町の概要
添付の佐賀県白石町レジュメに沿って説明。
　・協会設立に向けた課題の整理等について
　　添付の資料に沿って説明。
　・観光協会設立までのスケジュール案の説明について
　　添付の資料に沿って説明
　　

　谷﨑課長：観光協会の取り組みに対しては手探りの状態のため、今後も委員の方々の協力を
得ながら進めていきたい。
課題整理についても、これから考えていくべき視点などに意見を頂けたらと思う。
７．その他　　
　・事務連絡
　柴田主査：報償費振込口座申出書の配布及び次回提出の確認。
　・質疑
　松本アドバイザー：次回の議事に新たな白石町モデルとしてやりたいことや、白石町にあってほしい
観光について各委員さんから提案していただく場を設けてみてはどうか。
最初からしなくてはならないところよりも広く様々なアイデアを出してもらい、そこから固めていくのもよいと思うので検討してもらいたい。
　谷﨑課長：次回以降に活かしていきたい。
　永代委員：議題２の資料の４ページ目観光消費額について、例えば県内トップの佐賀市では、
　　　　　　どういったものを消費されているのか。白石町内だけで考えるのではなく、県内ではどのようなものが主に消費されているのか、具体例が挙がれば、町の特徴をより差別化できるのではないか。そのあたりの資料等あれば、次回以降で準備していただけたら。
　　　　　　

　谷﨑課長：次回までに各市町のデータ等を紹介できるような資料について準備をする。

　秀島委員長：次回の委員会の日程は決まっているか。
　谷﨑課長：事務局案としては、第２回委員会を９月２５日（月）１９時００分開催予定。
　　　　　　昼間の時間帯の開催も可能。

　秀島委員長：次回までは事務局案の日程での開催ができれば。

　　　　　　　開催日程希望のアンケートをとり、全員出席してもらう形になるように。
８．閉会　　藤井課長補佐
　　　※以上、詳細は別添のとおり。
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